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法
然
上
人
の
お
こ
と
ば
（
御
法
語
よ
り
）

　京都市左京区黒谷町121
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（本　尊）阿弥陀如来
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　　　　　こと定めなければ
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京都　金戒光明寺

黒
谷
さ
ん

　
東
山
三
十
六
峰
の
一
・
紫
雲
山
に
あ

り
、
一
般
に
「
黒
谷
さ
ん
」
と
親
し
ん
で

い
る
。

承
安
五
年
（
一
一
七
五
）
の
春
法
然
上

人
四
十
三
歳
の
と
き
、
他
力
本
願
の
御

法
を
勧
め
る
た
め
、
叡
山
黒
谷
の
報
恩

蔵

を

出

て
、
真
如

堂
に
詣
で

て
当
山
の

山
上
に
休

息
。
念
佛

さ
れ
る
と

き
紫
雲
た

な
び
き
光

明
輝
く
瑞

相
を
感
得

さ
れ
て
、

「
此
処
ぞ

我
が
教
化

有
縁
の
地
な
り
」
と
し
て
草
庵
を
結
ば

れ
た
浄
土
門
発
祥
の
道
場
で
あ
る
。
山

号
を
紫
雲
山
と
い
う
。

そ
の
昔
、こ
の
辺
り
は
北
白
河
の
里
で

「
白
河
の
禅
房
」
と
称
し
て
い
た
。
建
久

九
年
（
一
一
九
八
）
四
月
八
日
、
弟
子

信
空
へ
の
書
状
に
「
白
河
の
本
坊
、
坂

下
の
薗
一
所
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
師
滅

後
の
七
七
日
法
要
に
際
し
て
信
空
の
諷

誦
文
に
「
北
嶺
黒
谷
の
草
庵
に
宿
せ
し

よ
り
、
東
都
白
河
の
禅
房
に
移
り
し
に

至
る
ま
で
」
と
あ
る
。

更
に
黒
谷
の
名
称
は
、比
叡
山
黒
谷
の

所
領
で
、
師
叡
空
の
滅
後
に
法
然
上
人

が
譲
り
受
け
、つ
い
で
弟
子
の
信
空
・
湛

空
と
相
続
せ
ら
れ
た
。

そ
の
後
こ
の
禅
房
を
「
新
黒
谷
」
と
呼

ん
で
い
た
が
、歳
月
の
流
れ
に
単
に
黒
谷

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。金
戒
光
明
寺

を
「
黒
谷
さ
ん
」
と
呼
ぶ
所
以
で
あ
る
。

円
頓
戒

信
空
上
人
は
一
乗
円
頓
戒
の
正
統
を
嗣

ぐ
僧
で
あ
る
。伝
教
大
師
に
よ
つ
て
大
成

し
た
こ
の
戒
は
、第
九
代
慈
眼
坊
叡
空
に

よ
り
法
然
上
人
に
相
伝
さ
れ
る
と
叡
山
を

離
れ
て
洛
中
の
信
空
・
湛
空
・
恵
尋
へ
と

伝
承
し
た
。

円
頓
戒
と
は
、
出
家
・
在
家
に
通
じ
る

戒
。一
度
受
け
る
と
止
悪
修
善
の
原
動
力

と
な
り
、
永
久
に
失
わ
れ
な
い
と
い
う
。

円
頓
と
は
、い
ま
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
心

に
す
べ
て
の
物
事
が
円
満
に
具
足
し
、忽

ち
悟
つ
て
成
仏
す
る
こ
と
の
意
。寺
号
に

冠
し
た
「
金
戒
」
の
二
字
は
、
円
頓
戒
に

由
来
す
る
。
そ
れ
は
、
黒
谷
が
円
頓
戒
の

総
本
山
を
標
榜
し
て
い
た
頃
、八
世
運
空

上
人
は
学
徳
に
勝
れ
、後
光
厳
天
皇
に
円

頓
戒
を
授
け
ら
れ
た
。帝
は
感
激
の
あ
ま

り
円
頓
戒
の
別
名
金
剛
宝
戒
よ
り
「
金

戒
」
の
二
字
を
下
賜
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り

金
戒
光
明
寺
と
号
す
る
よ
う
に
な
っ
た

た
。伽

藍
の
変
遷

第
五
世
円
智
上
人
の
代
に
初
め
て
佛
殿

御
影
堂
を
建
立
し
た
。戦
国
時
代
に
二
十

第
十
九
（
乗
佛
本
願
）

他
力
本
願
ニ
乗
ズ
ル
ニ
二
ツ
ア

リ
、
乗
ゼ
ザ
ル
ニ
二
ツ
ア
リ
。
乗

ゼ
ザ
ル
ニ
二
ツ
ト
イ
ウ
ハ
、
一

ツ
ニ
ハ
罪
ヲ
ツ
ク
ル
ト
キ
乗
ゼ

ズ
。
ソ
ノ
故
ハ
カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
、

罪
ヲ
ツ
ク
レ
バ
、
念
仏
申
ス
ト

モ
、
往
生
不
定
ナ
リ
ト
思
ウ
時

ニ
乗
ゼ
ズ
。
二
ツ
ニ
ハ
道
心
ノ

オ
コ
ル
時
、
乗
ゼ
ズ
。
其
ノ
故

ハ
、
オ
ナ
ジ
ク
念
仏
申
ス
ト
モ
、

カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
道
心
ア
リ
テ
、

申
サ
ン
ズ
ル
念
仏
ニ
テ
コ
ソ
、

往
生
ハ
セ
ン
ズ
レ
。
無
道
心
ニ

テ
ハ
、
念
仏
ス
ト
モ
、
カ
ナ
ウ
ベ

カ
ラ
ズ
ト
、
道
心
ヲ
サ
キ
ト
シ

テ
、
本
願
ヲ
次
ニ
、
思
ウ
時
乗
ゼ

ザ
ル
ナ
リ
。
次
ニ
本
願
ニ
乗
ズ

ル
ニ
、
二
ツ
ノ
様
ト
イ
ウ
ハ
、
一

ツ
ニ
ハ
罪
ツ
ク
ル
ト
キ
乗
ズ
ル

ナ
リ
。
其
ノ
故
ハ
、
カ
ク
ノ
ゴ

ト
ク
、
罪
ヲ
ツ
ク
レ
バ
、
決
定

シ
テ
地
獄
ニ
堕
ツ
ベ
シ
。
シ
カ

ル
ニ
、
本
願
ノ
名
号
ヲ
唱
ウ
レ

バ
、
決
定
往
生
セ
ン
事
ノ
ウ
レ

シ
サ
ヨ
ト
、
ヨ
ロ
コ
ブ
時
ニ
乗

ズ
ル
ナ
リ
。

二
ツ
ニ
ハ
、
道
心
オ
コ
ル
ト
キ
、

乗
ズ
ル
ナ
リ
。
其
ノ
故
ハ
、
コ

ノ
道
心
ニ
テ
、
往
生
ス
ベ
カ
ラ

ズ
。

コ
レ
程
ノ
道
心
ハ
、
無
始
ヨ
リ

コ
ノ
カ
タ
、
オ
コ
レ
ド
モ
、
イ

マ
ダ
生
死
ヲ
ハ
ナ
レ
ズ
。
故
ニ
、

道
心
ノ
有
無
ヲ
論
ゼ
ズ
、
造
罪

ノ
軽
重
ヲ
イ
ワ
ズ
、
タ
ダ
本
願

ノ
称
名
ヲ
念
々
相
続
セ
ン
チ
カ

ラ
ニ
ヨ
リ
テ
ゾ
、
往
生
ハ
遂
グ

ベ
キ
ト
、
オ
モ
ウ
時
ニ
、
他
力

本
願
ニ
乗
ズ
ル
ナ
リ
。

法
然
上
人
、
慈
覚
大
師
の

九
条
袈
裟
を
か
け

往
生
さ
れ
る

一
世
法
山
上
人
が
織
田
・
豊
臣
の
庇
護
を

受
け
た
。
慶
長
十
年
（
一
六
○
五
）
秀
頼

は
阿
弥
陀
堂
を
再
建
し
た
。
同
十
七
年
、

御
影
堂
、
方
丈
、
庫
裏
な
ど
を
焼
失
。
そ

の
後
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
、安
芸
国
瀬

戸
田
の
光
明
三
昧
院
が
護
持
す
る
上
人
七

十
五
歳
の
御
影
を
遷
座
し
て
現
在
に
至
る

と
い
う
。
昭
和
九
年
に
大
殿
よ
り
出
火
、

大
方
丈
、
寺
務
所
等
を
焼
失
、
昭
和
十
九

年
に
方
七
間
の
御
影
堂
を
藩
慶
し
、寺
観

の
整
備
に
努
め
た
。

一
枚
起
請
文

宝
物
の
な
か
に
「
一
枚
起
請
文
」
が
あ

る
。こ
れ
は
法
然
上
人
が
臨
終
の
前
々
日

に
、
勢
観
房
源
智
の
請
に
よ
り
、
念
佛
の

要
義
を
一
枚
の
紙
に
書
き
示
し
て
与
え
ら
れ

た
も
の
で
、世
に
御
親
筆
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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仏
事
の
Ｑ
＆
Ａ

　
仏
事
の
Ｑ
＆
Ａ

　
　
　
浄
土
宗
な
ん
で
も
相
談
室

や
ま
だ
若
々
し
く
、
皆
か
ら
阿
難
さ

ん
、
阿
難
さ
ん
と
親
し
ま
れ
て
い
る
、

心
優
し
い
阿
難
が
平
気
で
い
ら
れ
る

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
す
っ
か
り
お

び
え
て
し
ま
っ
た
阿
難
は
「
助
け
て

く
だ
さ
い
」
と
、
お
釈
迦
さ
ま
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
お
釈
迦
さ
ま
が
、
そ
の

す
が
り
つ
か
ん
ば
か
り
の
願
い
を
き

い
て
、
教
え
ら
れ
た
の
は
、
特
効
薬
の

注
射
で
も
点
滴
で
も
な
く
、「
施
し
」

の
法
だ
っ
た
の
で
す
。
大
勢
の
飢
え

た
人
々
、
そ
の
代
表
が
あ
の
恐
ろ
し

い
餓
鬼
で
あ
り
、
お
釈
迦
さ
ま
は
そ

う
い
う
人
々
ヘ
の
大
施
食
会
を
催
し

て
供
養
し
な
さ
い
、
と
教
え
ら
れ
た

の
で
す
。

阿
難
は
分
量
の
点
で
困
っ
た
よ
う
で

す
。
飢
え
た
人
々
は
海
の
よ
う
に
多

く
、
自
分
の
力
量
に
は
限
り
が
あ
る
。

ま
じ
め
な
人
間
な
ら
だ
れ
で
も
行
き

あ
た
る
悩
み
で
す
。
お
釈
迦
さ
ま
は

そ
こ
で
、
さ
ら
に
全
力
を
尽
く
せ
、
と

お
さ
と
し
に
な
り
、
阿
難
の
施
し
は

阿
難
が
自
分
で
想
像
も
し
な
か
っ
た

ほ
ど
の
力
と
勢
い
で
実
行
さ
れ
、
飢

え
た
人
た
ち
は
質
量
と
も
に
満
足
を

え
た
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
死
ぬ
よ
、
死
ん
だ
ら
餓
鬼

に
生
ま
れ
か
わ
る
の
だ
、
と
い
わ
れ

た
阿
難
は
、
再
び
現
わ
れ
た
餓
鬼
の

感
謝
の
言
葉
を
転
機
と
し
て
死
の
悩

み
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
方
法
を
今
日
ま
で
伝
え
て
来
た

の
が
お
施
餓
鬼
で
す
。

だ
れ
で
も
死
に
た
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
長
生
き
が
し
た
い
の
で
す
。
そ
の

悩
み
を
正
直
に
悩
み
恐
れ
た
の
が
阿

難
で
す
。
そ
の
悩
み
恐
れ
を
脱
却
し

た
阿
難
は
、
長
寿
を
保
っ
た
上
、
さ
ら

に
後
世
ま
で
光
り
輝
く
よ
う
な
立
派

な
最
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
生
命
を

保
て
る
の
は
、
他
の
も
の
の
生
命
を

い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の

こ
と
を
考
え
た
ら
、
ほ
ん
と
う
の
寿

命
が
お
施
餓
鬼
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ

る
道
理
が
す
ぐ
お
分
か
り
だ
と
思
い

ま
す
。
物
は
余
っ
て
い
て
も
、
ま
ご
こ

ろ
の
施
し
は
決
し
て
有
り
余
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
阿
難
と

同
類
の
わ
た
し
た
ち
は
、
今
こ
そ
お

施
餓
鬼
に
励
む
べ
き
時
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

Ｑ
　
お
寺
さ
ま
か
ら
お
施
餓
鬼

の
案
内
が
来
ま
し
た
。
お
施
餓
鬼
と

は
ど
の
よ
う
な
行
事
な
の
で
し
ょ
う
。

お
施
餓
鬼
の
意
味
や
い
わ
れ
、
ま
た

わ
た
し
た
ち
の
心
得
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ
　
お
施
餓
鬼
の
い
わ
れ
に

は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
十
大
弟
子
の
ひ

と
り
で
あ
る
阿
難
の
こ
ん
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

多
聞
第
一
の
高
弟
と
い
っ
て
も
、
阿

難
も
ま
た
、
わ
た
し
た
ち
と
同
じ
く

悩
み
多
き
人
生
を
送
っ
た
ひ
と
り
で

し
た
。
あ
る
日
、
一
生
懸
命
修
行
し
て

い
る
と
、
夢
う
つ
つ
の
間
に
恐
ろ
し

い
姿
の
餓
鬼
が
現
わ
れ
て
、
お
前
は

あ
と
三
日
以
内
に
死
ぬ
よ
、
と
い
い

ま
し
た
。
だ
れ
で
も
い
つ
か
は
死
ぬ

と
は
決
ま
っ
て
い
て
も
、
お
前
は
も

う
す
ぐ
死
ぬ
よ
と
い
わ
れ
て
、
は
い
、

そ
う
で
す
か
、
と
落
着
い
て
い
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て

は
、
三
方
の
縁
に
観
経
の
説
相
を
織

り
、
右
縁
に
は
（
仏
か
ら
見
て
い
う
）

説
法
が
行
わ
れ
る
直
接
の
原
因
を
述

べ
る
化
前
序
が
あ
る
。
阿
闍
世
太
子

が
父
王
を
殺
し
て
王
位
を
奪
い
、
更

に
国
母
韋
提
希
夫
人
ま
で
幽
閉
す
る

悪
逆
を
犯
す
。
そ
こ
で
夫
人
が
こ
の

娑
婆
世
界
（
穢
士
）
を
嫌
っ
て
極
楽
浄

土
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
い
、
釈
尊

に
教
え
を
お
聞
き
す
る
。
下
か
ら
上

へ
と
進
み
、
禁
父
縁
、
禁
母
縁
、
厭
苦

縁
、
欣
浄
縁
、
化
前
序
の
五
縁
を
十
一

段
に
分
け
て
織
っ
て
あ
る
。

左
縁
に
は
釈
尊
の
教
え
の
定
善
義
の

十
三
観
が
上
か
ら
下
へ
と
進
み
、
日

想
観
に
始
ま
り
雑
想
観
と
な
る
。
ま

た
下
縁
に
は
左
か
ら
右
へ
と
進
み
、

上
品
上
生
よ
り
下
品
下
生
の
三
輩
九

品
を
織
っ
て
あ
る
。
中
央
の
極
楽
浄

土
（
内
陣
と
も
中
台
と
も
い
う
）
は
舞

楽
会
、
父
子
相
迎
会
、
樹
下
会
、
三
尊

会
、
宝
池
会
、
楼
閣
会
、
虚
空
会
と

な
る
。
さ
ら
に
全
体
を
三
分
し
た
三

色
段
と
下
縁
に
織
付
縁
起
文
が
あ
る
。

変
相
の
な
か
古
に
具
象
的
表
現
や
員

数
に
微
少
の
異
な
り
が
あ
っ
て
も
転
写

の
と
き
の
指
導
の
僧
や
画
工
に
よ
る
違

い
で
基
本
的
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

陀
羅
の
原
型
と
も
考
え
ら
れ
る
唐
時

代
の
観
経
変
が
あ
る
。
変
相
の
構
成

高
祖
善
導
大
師
は
浄
土
変
を
三
百
舗

作
ら
れ
布
教
教
化
に
用
い
ら
れ
た
。

中
国
の
敦
煌
の
莫
高
窟
に
は
観
経
曼

る
娑
婆
世
界
の
相
を
出
し
、
中
台
で

は
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
と
仏
国
土

の
二
報
の
荘
厳
を
示
し
、
諸
も
ろ
の

法
門
の
功
徳
を
備
え
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　
　
観
経
曼
陀
羅
に
つ
い
て

天
平
勝
宝
七
年
（
七
六
三
）
に
大
和

の
当
麻
寺
に
出
現
し
た
国
宝
綴
織
当

麻
曼
陀
羅
を
根
本
と
す
る
。『
観
無

量
寿
経
（
観
経
と
い
う
）』
等
に
よ
っ

て
絵
相
を
織
っ
た
曼
陀
羅
で
あ
る
。

観
経
曼
陀
羅
と
か
浄
土
曼
陀
羅
と
称

し
て
い
る
。
約
四m

四
方
の
軸
物
で

根
本
、
文
亀
、
貞
享
の
各
曼
陀
羅
が

現
在
、
当
麻
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
転
写
し
た
大
小
種
々
の

曼
陀
羅
が
各
地
に
多
く
所
有
さ
れ

る
。曼陀

羅
と
呼
ぶ
が
、
変
、
変
相
と
も

言
い
御
経
や
説
話
を
絵
図
化
し
た
も

の
の
こ
と
で
あ
る
。
曼
陀
羅
と
い
う

語
は
梵
語
（
ｍ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｌ
ａ
）
の

音
写
で
あ
り
、
聚
集
、
発
生
、
輪
円

具
足
と
訳
さ
れ
る
。
聚
集
と
は
、
阿

弥
陀
浄
土
の
仏
と
菩
薩
と
国
土
の
荘

厳
を
悉
く
織
り
顕
し
集
い
合
う
の
で

い
う
。
発
生
と
は
、
観
経
曼
陀
羅
を

拝
見
す
る
人
は
、
心
の
置
き
ど
こ
ろ

で
あ
る
安
心
の
種
子
や
修
す
べ
き
行

為
の
起
行
の
芽
茎
、
菩
提
の
果
実
が

生
じ
る
こ
と
か
ら
い
う
。
ま
た
、
輪
円

具
足
と
は
、
三
方
の
縁
が
観
経
に
よ

　よい子の集い参加者募集

　小学生を対象とした1泊2日の修養会です。
　浄土宗寺院の若い和尚さんが指導します。

日　時　　平成10年7月23～24日
集　合　　7月23日午後2時　解散24日午後3時
場　所　　専念寺（久留米市草野町）47-0029
主　催　　筑後浄土宗青年会
参加資格　小学生男女（定員80名）
持参品　鉛筆、夏休みの友、ノート、洗面具、　　
　　　　雑巾、水着（ぞうり）、薬、バスタオル
　　　　タオルケット、パジャマ等
会　費　　3.000円
内　容　おつとめ、ともしびの集い、花火、きもだ
　　　　めし、山登り、川遊び、ラジオ体操等
※申し込み締め切り　7月10日
　　　　無量寺に申込書があります。

浄土曼陀羅（観経曼陀羅）知恩院蔵


